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存
在
と
知
識
－
佛
教
難
曲
諸
派
の
論
争
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（
二
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経
量
部
の
根
本
的
立
場
…
…
…
…
…
梶

山
　
雄
　
一

ヘ
ー
ゲ
ル
の
精
紳
現
象
學
、
及
び
そ
れ
以
前
の

諸
書
に
於
け
る
「
生
と
死
の
戦
い
」
の
思
想
に

つ
い
て
（
承
前
完
）
…
…
・
…
…
…
…
・
・
…
…
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
フ
ト

デ
カ
ル
ト
重
継
の
種
無
…
・
…
…
…
：
…
…
森

書
　
評
　
　
脳
と
電
子
計
算
機
（
前
篇
）
…
…
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…
…
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・
：
三
　
　
谷
　
　
恵

　
一
男
○
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貯
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ω
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に
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い
て
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大學文學部内

都下學會
都
岡

京



京
都
哲
學
會
規
約

一、

{
愈
は
贋
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
鼠
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

日
　
毎
月
一
回
會
誌
「
七
三
研
究
」
を
装
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

㊨
　
随
時
研
究
愈
を
關
く

一、

{
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
東
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
愈
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
曾
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一、

{
會
は
曾
員
組
織
と
し
曾
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
三
校
。
圓
書
館
・
其
他
の
團
髄
は
團
盤
の
名
を
以
て
入

察
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
曾
員
は
會
費
と
し
て
年
男
、
四
〇
〇
圓
（
禽
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
二
園
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

　、

¥
員
は
愈
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一、

{
愈
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一、

K
約
の
改
正
は
委
員
曾
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
禽
役
員

委
　
員
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八
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@
に
つ
い
て
深
い
反
省
を
欠
く
な
ら
ば
、
意
外
に
浅
薄
な
も
の
に
な
り
お
わ
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
あ
く
ま
で
も
理
性
そ
の
も
の
に
足
場
を

　
　
据
え
る
か
た
わ
ら
、
し
か
も
片
足
は
、
も
は
や
理
性
を
は
み
出
し
た
ご
と
き
と
こ
ろ
に
突
っ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
、
そ
う
い
う

　
　
双
方
に
跨
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
展
開
さ
れ
る
思
索
で
な
い
か
ぎ
り
、
現
在
の
私
に
は
興
味
を
も
ち
え
な
い
の
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
哲
学

　
　
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
　
　
（
1
）
　
藩
干
の
言
及
は
窺
え
る
。
し
か
し
、
も
と
よ
り
深
刻
な
問
題
と
は
な
り
え
な
い
。
『
短
論
文
駄
二
部
二
十
五
輩
、
『
知
性
改
善
論
』
七
十
九
節
を

　
　
　
　
参
照
。

　
　
　
（
2
）
Ω
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囚
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コ
望
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同
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鐸
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筆
者
　
京
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大
学
文
学
部
〔
哲
学
〕
研
修
員
）

告
・
予文論

…号次

好
響
動
縢
と
撰
択
行
動
…
…

社
会
的
事
実
と
行
為
：
：
…
…
・

　
…
デ
．
繭
ル
ケ
ム
理
翁
の
検
討
…

・
…
本
吉
良
溶

：
中
　
　
久
郎

カ
ン
ト
の
袖
黒
仔
姦
払
灘
証
に
つ
い
て
；
：
・
：
：
潔
膏
名
純
入

　
一
特
に
挑
判
前
期
の
一
、
唯
一
の
証
明
根
語
漏
（
～
七
六
三
年
）
を

　
中
心
と
す
る
一

次口
写

前

自
然
と
人
為
：
：

；
森
三
樹
三
郎

悪
に
お
け
る
自
然
の
意
味
…
…
…
…
…
…
吉
照

　
一
・
ー
シ
ェ
騨
ン
グ
を
め
ぐ
る
白
四
然
の
概
為
心
（
三
）
i

空
間
視
知
覚
の
方
法
論
的
検
討
…
…
…
…
池

　
…
大
き
さ
の
恒
常
的
環
象
に
関
許
し
て
一

忠
勝

繊
　
　
進



　
　
　
　
會
　
　
　
告

一
、
本
曹
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
帯
友
京
蔽
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
口
座
京
都
照
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
、
（
年
二
、
四
〇
〇
圓
又
は
牟
年

　
一
、
二
〇
〇
圓
）
を
お
彿
込
下
さ
い

又
三
二
へ
の
曾
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
；
購
入
及
び
獲
費

に
残
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
賑
北
の
丸
公
園
一
番
一
號

創
文
就
（
振
替
口
座
東
東
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
繭
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
學
會
宛
御
彿
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

は
牛
配
分
）
、
會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
撮
（
又
は
六

冊
）
の
送
付
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
禽
費
の
一
更
其
他

の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
牛
年
）
毎
に
溝
算
し

ま
す

一
、
魯
員
の
落
下
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
【
切
は

京
都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
鯛
す
る
通
儒
・
新
刊
書
・
審
購
雑
誌
等
は

本
職
宛
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
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學
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京
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吉
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、
京
都
大
墨
文
學
部
内

昭
和
四
十
二
年
闘
月
二
十
五
B
印
刷

昭
和
四
十
二
年
五
月
　
一
　
臼
装
行

編
集
人

護
行
人

印
刷
人

蚕
行
所

印
美
禰

株
式

愈
継
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町　　究理
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漸郎⊥男郎内會

創
　
　
文
　
　
肚

東
京
都
千
代
溝
臨
北
の
丸
公
翻
「
一
一

擬
替
口
座
　
東
京
　
九
二
履
七
二
番

電
　
話
　
丸
ノ
内
　
＠
　
㎎
○
○
八
番

》
》
蓬
，
｛
♂
3
さ
ノ
》
㌦
f
奎
、
♂
》
》
ミ
艦
，
、
顧
出
雲
’
－

註
　
文
　
規
　
定

　、

�
�
ﾈ
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
一
，
創
文
蔵
」
へ
御
申
込
下
さ
い

　、

{
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
｝
部
、
定
贋
二

五
〇
圓
、
送
料
・
四
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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